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＜連絡事項＞

・10/8（日）は庶務不在の為、前日分と合わせて発注するようにしてください。
・今後セレクトメニューの札は患者様に選んで持っていかせるようにしてください。

＜患者様連絡事項＞

・下川戸　長司様～体のだるさの訴え続いているため、本日採血実施。夕よりソラナックスが7日分処方となっています。
・伊藤　雄一様～八戸赤十字病院循環器科受診が10/10（火）10:00となっています。情報提供書、入院証明書、出金伝票は依頼済みです。
・袴田　将志様～精神症状悪化し粗暴性、攻撃性顕著なため東病棟へ転出となっています。

・成田　賀枝様～面談について12日か13日で実施したい事家族へ連絡し、検討ののち折り返し連絡を貰うこととしています。
・佐々木　理佳様～明日、退院前訪問指導実施予定ですが、ご家族が送迎できないとの事なので、バスで移動することとなっています。
・小田　沙也加様～本日面談実施しています。現在の状態説明し、環境要因によるストレスからの退行現象と依存が強く出ている可能性がある事説明し、今後は退院後救急車を呼ばずに生活できることを目標にしていく事伝えています。説明には了承していますが、薬を減らしてほしいとの母様からの希望あり、本日夕よりソラナックスとリスペリドン除剤していく事とし、今月中旬まで様子を見ることとしています。合わせて退院後のサービス調整も行っていきます。愛護手帳、精神福祉手帳の更新について話を聞きたいとの事なのでSWとの面談を調整することとしています。明日、施設の見学に行くため本日より外泊へ行かれています。
＜馬渡Ｄｒ診察情報＞
・阿部　文香様～眠気強く離床出来ずにおり、薬の効果が高まるため適度に水分を取るよう説明を受けています。臨時薬は同内容で7日分処方となっています。
・工藤　綾子様～疼痛の訴えは持続。八戸赤十字病院への転院の話や任意入院への切り替えと単身生活したいなどの訴えあります。主治医からご家族の意向に沿った援助しかできないためよく話し合うよう説明受け渋々了承しています。本人希望にて本日夕よりMA-8プラスが1日2本（朝・夕）開始となっています。臨時薬は同内容で7日分、ハップスターが2パック処方となっています。
・佐々木　康子様～姉が来ていたという訴えに対しては「姉4人の姿が見えた」「妄想かもしれない」と話しており、注察妄想に関しても変わらないとの事。臨時薬はフレメジンが増薬となり7日分処方となっています。
・曽我　正子様～「落ち着きがない感じがする」と話されていますが多弁さはありません。時折、的を得ない発言あるも受け答えは出来ています。臨時薬は同内容で8日分処方となっています。
・山下　拓也様～買い物についての訴えあり。担当スタッフと相談し金銭面と本人の状態を踏まえたうえで予定を立てていくよう説明を受けています。臨時薬は同内容で7日分処方となっています。
・佐々木　理佳様～目が見えずらくなる、空咳がでる、生理が5日遅れたと気になる事を話している。幻聴については常にあるが減ってきているとのこと。明日の退院前訪問指導の結果を見て退院日を決めていく事としています。また、ご家族へ確認し希望があれば面談も実施していくとの事です。臨時薬は同内容で7日分処方となっています。
山口　富造様～下肢の疼痛訴えあるが他不調の訴えはありません。歩行も安定しているため、臨時薬はメネシットが止めとなり他同内容で7日分、ハップスターが2パック処方となっています。歩行状態に注意してください。

＜要注目患者様ケース検討＞

・市川　真紀子様～妄想発言無く午前の活動は身辺整理を行っている。運動の頻度が減ってきているため、適宜声かけし運動を促していきましょう。
・松永　勘五郎様～治験薬貼付の拒否はありません。午前中は穏やかにチラシを見ている様子あります。頭皮の状態が良くないため軟膏塗布を継続していきましょう。
・上川原　豊様～作業療法へは参加できており、雑誌を見たり切り絵に参加している。服薬自己管理も問題なく実施できています。退院の予定が10月中旬以降となっているため、10/12の歯科受診は外出届の申請を行っていく事としています。
・夏坂　浩美様～午前の作業療法は再三の声かけで遅れて参加していますが、すぐに帰棟しています。13:20幻聴の訴えあり頓服薬服用しています。
・大橋　照子様～昨日点滴処方となっていますが血管確保困難で実施できず。朝はプリンと主食数口と牛乳、昼食は主食2/3摂取。座位保持困難なため昼食時は体を支えられながら摂取しています。引き続き全身状態の変化に注意していきましょう。
・工藤　綾子様～疼痛の訴えありますが、杖は使用しておらず喫煙にはいかれています。食事を持ってくるよう訴えることありますが、レストランで摂取するよう促してください。今後はご家族の希望で意識レベルの低下やバイタル異常があった場合に八戸赤十字病院へ搬送することとなっています。
・石井　幸子様～青陽館体験利用中に帰ろうとすることが2日続けて見られています。今後も体験利用は継続していくため青陽館のスタッフへも突然いなくなる可能性がある事を伝えていきましょう。
＜入院患者様＞
氏　　名：船田　泰子（ふなだ　たいこ）様
病棟病室：西病棟Ａユニット43号室

生年月日：昭和32年2月4日　60歳

性　　別：女性

主 病 名：疼痛性障害
　　　　　薬物乱用、依存性パーソナリティ障害
合 併 症：左下肢高度神経障害性疼痛、脊髄保留症候群
入院形態：任意入院(当院1回目)

担 当 医：深澤Dr

【入院までの経過】
　平成29年3月31日生協診療所より紹介あり当院初診。幼少期より左足痛あり、40歳時に左下肢激痛あり八戸市立市民病院にて脊髄繋留症候群の診断にて手術施行。その後も疼痛持続、難治性疼痛にて最終的に生協診療所の在宅医療となった。しかし、在宅療養中、対症的に精神科薬などを処方され服用していたが、不安、抑うつ、衝動性、依存性などがある状態となっていることから、当院への入院治療を検討していた。今回、疼痛増強し八戸市立市民病院へ入院。転院相談があり、平成29年4月27日14：50ストレッチャーにて東病棟Ｄユニット19号室へ入院となる。

(備考)

・洗濯　：家族洗濯
・買い物：差し入れ
・車椅子使用中（東病棟のもの）移乗は可能
・ファントステープ（麻薬）使用中。毎日17:00貼付（上腕に交互に貼付）
・不眠時、不穏時、疼痛時の継続指示あり
　※疼痛時の指示は4段階あり、4つめが麻薬の使用となっている

・麻薬の残数が少なくなったら薬局から連絡が来るため家族へ依頼していく。
・生協病院の定期的な往診あり、次回は10/25（水）で時間は未定
・通販に電話をすることあるため、電話希望時は相手の確認が必要

